
  

 

「 下 に 下に  大 名 行列が通る」  

 

 

江戸 時 代 、加古 川 は姫 路 藩 の支 配 下 にあ り ま

し た。 主 要 道の 西 国 街道 は 、 現在 の ２ 号線 よ り

少 し北 側 を 通っ て い まし た 。 加古 川 に は、 加 古

川宿 が あ って 宿 場 町と し て 賑わ っ て いま し た 。  

加 古 川 宿 、 現在 の 寺 家町 商 店 街の 西 端 には 、

山 脇家 の 陣 屋が あ り ます 。 陣 屋は 、 姫 路藩 加 古

川役 所 と して 、宝 暦 ２年（ 1752）３ 月 18 日 に 建

造 され 、 参 勤交 代 の ため に 加 古川 宿 を 通行 、 宿

泊す る 大 名に 対 す る応 接 な どに 使 わ れ ま し た 。建 物 内 部は 、 中 央部 に 上 段の 間

が配 さ れ 、応 接 の 部分 の 部 屋割 が 残 って い ま す。  

 

大 名 行 列 に関 する 伝説とし て、 加古 川駅南東 の 龍 泉寺 近

くに「胴切れの地蔵」といわれている石棺仏があります。

地元に残 る伝 説に よると、 この 地蔵 を深く信 仰し てい た

人が、大名行列の前を横切ったために、供
と も

侍
ざむらい

に無礼打ち

にあい、 胴体 を真 っ二つに 切ら れて しまいま した 。と こ

ろが、ふ と気 がつ くと自分 の胴 体は なんとも なく 、地 蔵

の胴が真 っ二 つに なってい まし た。 以来、地 蔵が 自分 の

身代わり にな って くれたと いう こと で、一層 深く 信仰 す

るようになったといわれています。  

何 気 なく通っている道にも歴史の息吹が感じられるのが、加古川の

魅力です。  
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